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山 本  康 夫  保護司 和歌山東 

有 田  雅 一  保護司 和歌山西 

岡 田  和 夫  保護司 和歌山西 

新 宅 さよ子  保護司 和歌山西 

中   智 子  保護司 和歌山南 

西垣内 朋 之  保護司 和歌山南 

松 尾  真 也  保護司 和歌山南 

小 川  成 子  保護司 和歌山北 
 

近畿地方保護司連盟会長表彰 

北 川  德 治  保護司 和歌山東 

矢ノ倉   新  保護司 和歌山東 

西 川 奈緒美  保護司 和歌山東 

湯 橋  敬 一  保護司 和歌山東  

坂 本 記美子  保護司 和歌山東 

木 田    守  保護司 和歌山西 

西 永   由 子  保護司 和歌山西 

西 上  直 宏  保護司 和歌山西 

新 野 富次夫  保護司 和歌山西 

法務大臣表彰  

山 裾  まり子   保護司 和歌山東 

硯   昌 宏  保護司 和歌山南 

宇治田 幸 雄  保護司 和歌山北 
 

全国保護司連盟理事長表彰 

池 田  典 生  保護司 和歌山東 

秦   昭 長  保護司 和歌山東 

上 川 二三雄  保護司  和歌山南 

樫 畑  直 尚  保護司 和歌山南 
 
近畿地方更生保護委員会 
委員長表彰 

松 本  貞 夫  保護司 和歌山東 

 

和歌山県更生保護功労者顕彰式が

10 月３０日にホテルグランヴィア

和歌山で厳粛に開催されました。 

本年度の参加者は、表彰者２７５

名、来賓 25 名、保護司・県更女・

一般参加者等合計約 400名でした。 

 また今年も式典に先立ち、第６８

回「社会を明るくする運動作文コン

テスト」において小学校の部及び中

学校の部の最優秀作に耀いた２作品

の朗読がおこなわれました。 

壇上に立ったのは、白浜町立富田

小学校３年生・樫山 乃也（だいや）

さんと、和歌山市立日進中学校１年

生・山本 愛奈さんの二人。立派な

発表ぶりに、会場は大きな感銘の拍

手に包まれました。 
 

 

 

 

 
 

写真左：堅山 乃也（だいや）さん 

     「やさしい心をもちつづけるために」 
 
写真右：山本 愛奈さん 

     「みんなの力で、明るい社会に」 
 
 

島   由佳子  保護司 和歌山西 

神 前  純 造  保護司 和歌山南 

吉 田  友 之  保護司 和歌山南 

森     泰  保護司 和歌山北

金 田  郁 子  保護司 和歌山北 

玉 置  和 幸  保護司 和歌山北 
 

近畿地方保護司連盟会長表彰 

(内助功労者) 

乾   淳 子  （和歌山東）  

田 村  年 璽   （和歌山南）  

角 田  妙 子  （和歌山北） 

 

 

 

平成３０年度（平成 30年 10月 30日(火)・ホテル グランヴィア和歌山６階） 

県更生保護功労者顕彰式典盛大に開催される 

 
▲叙勲並びに法務大臣表彰受章者の皆さま。 

荒木近畿更生保護委員会委員長、熊部和歌山保護観察所長と一緒に記念の一枚。 

栄えある受彰者の皆さま おめでとうございます 

【和歌山保護司会関係】 

【瑞宝双光章】 

小西 健之（和歌山東）平成 30年春 
 

【藍 綬 褒 章】 

前  晴夫（和歌山東）平成 29年秋 
 

森  幸子（和歌山北）平成 29年秋 

 
 

 

  



 

 

 

 

  

 

 

 

和歌山県知事感謝状 

宮 﨑  大 完   保護司 和歌山東 

得 津 壽美代  保護司 和歌山西 

渡 辺  友 子  保護司 和歌山北 
 

和歌山保護観察所長表彰 

岡 﨑 眞太郎   保護司 和歌山西 

小 西  博 久   保護司 和歌山西 

平 北  壽 彦   保護司 和歌山西 

大 畑 千賀子  保護司 和歌山南 

静 木   克 志   保護司 和歌山南 

木 綿   良 介  保護司 和歌山北 

中 村  陽 一   保護司 和歌山北 

長 束 千代美  保護司  和歌山北 

花 岡  一 夫  保護司  和歌山北 

 

和歌山県保護司会連合会 
会長表彰 

柑 本  敏 和  保護司 和歌山東 

雑 賀 万希子  保護司 和歌山東 

中 尾 眞智子  保護司 和歌山東 

岡 本     都  保護司 和歌山西 

熊 崎  訓 自  保護司 和歌山西 

川 西 万貴子  保護司 和歌山南 

中 谷  晃 也  保護司 和歌山南 

筒 井   満  保護司 和歌山南 

林   俊 行  保護司 和歌山南 

山 下  二 美  保護司 和歌山南 

白 坂 登志子  保護司 和歌山北 

前 原  壯 行  保護司 和歌山北 

 

 
 

▲荒木近畿更生保護委員長より「法務大臣表彰」を受ける 山裾・硯・宇治田の各保護司 

【写真➊】 

全国保護司連盟理事長表彰を受彰される 

保護司の皆さま 
 

【写真➋・➌】 

近畿更生保護委員会委員長表彰を受彰 

される保護司の皆さま 

 

 

 

 

▲あいさつを述べる 

荒木近畿更生保護委員長 

 

  
 

▲あいさつを述べる 

 熊部和歌山保護観察所長 

 

▲式辞を述べる 

 小西県保護司連合会会長 

  

 

▲謝辞を述べる中本県保護司連合会副会長 

➊ ➋ 

➌ 



  

今回は三重刑務所へ行ってきました 
 

 2018 年 10 月 17 日（水）と 18 日の二日間、私

たち東支部 28名は三重県津市にある三重刑務所へ施

設見学に行きました。 

施設の説明をしてくださった総務部長は、和歌山刑

務所にも 2 年間勤務されたことのある「バイク好き」

の女性で、歯に衣着せぬ体験談はとても親しみやすく

楽しいものでした。 

お話しの中で特に関心を持ったのは、毎年開催され

る就労フェスタでした。企業の担当者が来所して説明

をするとのこと。今年は 6 企業が参加し、受刑者の出

所後の就職に寄与しているとのこと。素晴しいことだ

と思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

２日目は社会資源研修で、びわこテラスや近江八幡 

の水郷巡りなどを楽しみました。ロープウェイから眺

める景色や船から観る湖畔は絶景でした。 

 また、生バームクーヘンの「ラ・コリーナ」では、

沢山の買物客に圧倒されながらも、楽しい時間を過ご

しました。１９時に無事和歌山に到着しました。 

                  （中村 四郎・記） 

【 更生保護施設 ｢三重県保護会｣を見学  
 

11 月 16 日 (金 )から１泊 2 日で参加者 22 

名が、バスで三重県へ研修旅行に行ってきました。  

1 日目は更生保護施設｢三重県保護会」訪問し、施 

設長から詳細に説明を受けました。 

 収容定員は男子 20 名で収容率は 80～90％。職員

数は 10 名です。この施設の特徴は、入所者の居室が

全て一人部屋です。また、年金や保険等の福祉措置が

必要な人には関係機関の援助が受けられるよう橋渡

しをする福祉職員が 1名常駐しており、退所後も相談

に乗るフォローアップ事業も実施しています。 

また、更生保護女性会や地域の関係機関との連携も 

強く,様々な支援を得ながら運営されています。此処で

は50歳以上の入所者が60％を占めているとのこと。

高齢対象者の親の引受けを拒む家庭が多い昨今、更生

保護施設の役割が今後一層大きくなると思われます。 

見学後は賢島へ．楽しい懇親会を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日目はエスペランサに乗船し英虞湾遊覧と伊勢

神宮内宮を参拝しました。帰りのバス車内で１４歳少

年の殺人事件を題材とした「Ａではない君と」を鑑賞

し。加害者側だけでなく被害者側双方の親の苦しみと

親子間のコミュニケーションの大切さを考えさせら

れました。研修と支部保護司間の親睦を図れた有意義

な研修旅行でした。        （西本 憲夫・記） 

 

 
 

 

 

人権フェスタ映画会の報告  
 

 

 

 

更生保護５団体による「ふれあい人権フェスタ映画会」

は、１１月２４日（土）午前１０時３０分よりビッグホエ

ール軽運動場で開催された。 

野々村総務部会長を始めとする各支部保護司による「呼

び込み」の努力で、映画観客数は２００名を越す大盛況。   

上映されたのは『小さな叫び』。今、大きな社会問題とな

っている「児童虐待」をテーマとしたもの。大人も子ども

も全員が熱心に鑑賞。言葉による児童虐待・子どもの人権

について、深く考えさせられた映画であった。 （記・奥田） 

人権フェスタ映画会の報告  

 

▲鑑賞後、授産施設の評判のクリームパンを手に・・・。 

【 東 支 部 県 外 研 修 報 告 】 【 北 支 部 県 外 研 修 報 告 】 



 

 ① 

 

 

平成 30年度 和歌山保護司会４支部合同「体験発表研修会」 

もっと多くの保護司さんに聴いて欲しかった！ 
体験発表①：南支部・畑口 道夫さん 体験発表②：北支部・渡辺 友子さん 

平成 30年 11月 19日（月）ビッグ愛 1201号室 司会進行：研修部会長・武内 優子  

 

 
▲ 左：畑口道夫さん、右：渡辺友子さん。 落ち着いて堂々と発表されるお二人。ありがとうございました。 

した。 
１1 月 19 日、ビッグ愛に於いて

今年で６回目となる和歌山保護司会

4 支部合同体験発表会が開催されま

した。今回の開設担当は西支部。80

名近い保護司が二人の発表に聴き入

りました。ただ、昨年より参加者が

少なかったのが残念に思いました。 

 一人目の発表者・南支部の畑口先

生は「家庭環境のあり方について」

と題して、現在担当している少年に

ついて話して頂きました。 

幼い頃の家庭の事情で非行に走っ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

たものの、保護観察を続けているう

ちに穏やかな生活が送れるようにな

った。この様な状態がずっと続いて

欲しいとのお話でした。 

続いて二人目の発表は、北支部の 

渡辺先生。「不登校と家庭内暴力」 

と言うテーマで話されました。１号

観察の中学生で保護観察を6年継続

中のとのこと。発達障害と軽度の知

的障害も抱え、すさまじい家庭内暴

力と感情を抑制できない中での保護

観察で、とても保護司一人では対応

出来ない難しいケースであり、様々

な関係機関を巻き込み、月２回「支

援検討会議」を開き、真正面から取

り組んでいる様子を話して頂きまし

た。その甲斐あってか少しずつ改善

が見られるようになってきたとの

こ。 

 

ことでした・・・。 

 それぞれの質疑応答の後、助言者

の後藤統括保護観察官は、二人の発

表者共に、対象者の気持ちに寄り添

って保護観察を進めて頂いている。 

また、非行少年は幼少期の育てられ

方が大きく影響し、複雑な家庭環境

で、愛情の不足が問題であるとの話

でした。今後の保護司活動に大変有

意義な研修であったと思います。 

         （中村 咲子・記） 

 

 

 
 

▲助言者の後藤・統括保護観察官。明快で

分りやすいお話でした。 



 

  

サポセン和歌山行事報告 

三府県合同
交流研修会 

● 

H30年 11月 20日～21日 

奈良県桜井市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回で6回目となった3府県合同

交流研修会は、和歌山県より 14名

参加。開催地奈良からは 1８名に加

え奈良保護観察所より吉田所長も出

席され有意義なものとなった。ただ

京都は都合により不参加でした。 

一日目は宿泊会場でもある長谷寺

温泉湯元「井谷屋」の会議室で開催。

奈良県連合会の服部会長を座長に清

水連合会副会長（桜井保護司会会長）

の進行で進められた。 

議題は、両県「サポートセンター

の現状報告と今後の開設予定」等に

ついて、闊達な意見交換が行なわれ

た。法務省の全国全ての保護区で開

設の方針の下、「何とか開設にこぎ

つけたが、サポセン当番の企画調整

保護司の確保に苦慮しており、充分

に機能しているとは言えない」。ま

た、「保護区が複数の行政区にまた

がっており当番のローテーションに

困っている」。サポセンまで 100㎞

離れており活動の拠点となるには程

遠い」等の新たに開設した保護司会

からの切実な意見や、「否、うまく

機能していて、開設して良かった」 

 

等々闊達な意見交換が行なわれ予定

時間がオーバーするほどであった。    

しばし休憩の後,お楽しみの懇親会

に。地元桜井市の市長も駆けつけら

れ和やかに進められた。終了後お湯

に浸かり日頃の疲れを癒し早めの就

寝。部屋に入った後も引続き実り多

い意見交換をなされたところもあっ

たと聞き及ぶ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二日目は早朝宿を6時半に出発し

創建 1300年を迎えた国宝・長谷寺 

の朝の勤行に全員が参加。その後、

本堂内を案内頂きご本尊十一面観音

菩薩立像等を拝見。貴重な経験をさ

せていただいた。 

 少し遅い朝食を済ませ古代ロマン

が広がる明日香村へ移動。国営明日

香歴史公園より「語り部」による案

内で散策。始めに「石舞台古墳」次 

に「四神の館・キトラ古墳」、続い 

て「髙松塚古墳」最後に「水落遺跡」 

６６０年に中大兄皇子が日本で初め

て造った漏刻（水時計）と推定され

ている箇所を見学。その後、昼食場

所「オーベルジュ・ド・ぷれざんす

桜井」で,本当に美味しいフレンチを

頂き全員大満足。 

お天気も良く、良く歩き、ほどよ

い疲れに心もリフレッシュした交流

研修会でした。（角田・記） 

  

 

 
 

▲朝の勤行の寒さ身に滲みました。 

 

サポートセンター和歌山 

年末・年始休館の

お知らせ 
 

◇年内の開館◇ 

H30年 12月 26日・午前中 

◇新年の開館◇ 

H31年 1月７日より 

※休館中にご用のある方は 

090-8655-6930 
（奥田センター長まで） 
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① ② 
③ 

「和歌山保護司会 
の皆さまよろしく 
お願い致します」 

11月９付で６名の 

新任保護司が誕生 

平成 30 年１１月９日、和

歌山保護観察所において保護

司委嘱辞令伝達式及び新任保

護司研修会が開催された。 

今回委嘱された保護司は、

西支部３名・北支部 3 名の計

6 名で、和歌山保護司会の保

護司総数は 1９５名、充足率

は９２.４％となりました。 

 

武田 幹子 
たけだ  みきこ 
 

西支部・伏虎校区 

総務部会 

 
現在、与えられた任務に重責と不

安が交叉した心境でございます。誠

実に取り組みますので、ご指導の程 

宜しくお願い致します。 

現在、地域の皆さんに支えられなが

ら社会福祉の仕事をしています。保護

司として個人及び公共の福祉にお役

に立てればと思います。 

 

坂本 安廣 
さかもと やすひろ 
 

北支部・西脇校区 

犯罪予防活動部会 

 

 

 辞令を受けたとき沢山の資料を頂

きまして大変だなと思っていますが 

ボチボチ勉強して行きますので、先

輩方の助言よろしくお願い致します。 

宮崎 利和 
みやざき としかず 
 

西支部・宮北校区 

総務部会 

 

 

下田 佐喜子 
しもだ さきこ 
 

北支部・加太校区 

犯罪予防活動部会 

 

 

 和歌山に嫁いで 32年。私のモット

ーは、人との接点を大切にし、自分

のできることを努力を惜しまずやる

ということです。 

平成 30年 11月 8日付で 3名の先生が退任されました 
 
 

 

 

  
 

 

氏  名 ふりがな 委嘱年月日 退任年月日 従事年数 所属支部 

池田 五十一 いけだ いそかず Ｈ１６．１１．０９ Ｈ３０．１１．０８ １４ 年 和歌山南 

髙松  陽子 たかまつ ようこ Ｈ０８．１１．０９ Ｈ３０．１１．０８ ２２ 年 和歌山南 

宇治田 幸雄 うじた ゆきお Ｈ１４．１１．０９ Ｈ３０．１１．０８ １６ 年 和歌山北 

 

長 い 間 ご 苦 労 さ ま で し た  

 

 

 

 

 

《新任保護司の皆さまへ》 
 

困った事や分らないことがあ

れば、迷わず更生保護サポート 

センター和歌山にお電話くださ

い。常駐職員と企画調整保護司 

が対応させて頂きます。 

※平日の午前 10時～午後 4時 

（水曜休館） 

TEL：０７３-４６０-９２９８ 

FAX：０７３-４２５-１３０１ 

 
 

森 晴彦 
もり はるひこ 
 

西支部・四箇郷北校区 

総務部会 

 

 

 微力ながら地域の安全・安心なまち

づくりに貢献できればと、考えており

ます。ご指導ご鞭撻のほどお願い申し

上げます。 

 小学校教員を退職後、和歌山市子

ども総合支援センターで 18歳までの

子供及び保護者、教職員を対象とし

た教育相談に携わっています。 

堀 優子 
ほり ゆうこ 
 

北支部・木本校区 

総務部会 

 

 

●部会総会と保護司会新年会：平成 31年 1月 18日 午後 3時～ 県文＆ｱﾊﾞﾛｰﾑ紀の国 
 
●東支部・平成 31年 2月 25日（金） 午後 1時 30分～ ビッグ愛 

 西支部・平成 31年 2月 12日（火） 午後 1時 30分～ 端正会（見学含む） 

南支部・平成 31年 2月 19日（火） 午後３時～      紀三井寺はやし 

北支部・平成 31年 2月 13日（水） 午後 1時 30分～ 河北コミュニティセンター 

保護司会行事と 

第 4期定例研修

のお知らせ 


